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①
生活問題が生まれる

＊人が人として生きていくために必要不可欠な
基本的欲求のこと。

生活ニーズ ＊社会の仕組み（構造）によって生まれてくる
という認識がある。

社会的に対応する必要（理念）②
※制度（サービス）の中で

「不適切な対応」や「施設内虐待」があると

生活問題となる③制度を作る

④
制度を担当する人が必要 ⇒ 社会福祉（制度）の

担当職員

これが
＊行政職員

○社会福祉主事
○児童福祉司

社会福祉 ○老人福祉司 など
＊施設職員

ソーシャルワーク （？）ソーシャルワーカー
というより ？？社会福祉従事者

注：この場合には

ソーシャルワークは，

社会福祉（制度）を実施する活動

となる。

ソーシャルワークと呼べるのか？

対応できないこともある
（制度にならない，制度を作っても対応できない 等）

生活ニーズはあるので，何とか対応しようとする⑤

○制度を作るために実践をする（ソーシャルアクション）
○制度の外でも実践をする
○アドボカシー（権利擁護，代弁）

注：この場合には

ソーシャルワークは，ニーズ充足を目指す
社会福祉（制度）の枠を越えた活動ソーシャルワーカー
となる。


